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1.  はじめに
エプソントヨコムは、セイコーエプソンの水晶事業
と東洋通信機が2005年10月1日に事業統合して誕生し
た、水晶デバイス事業を展開する会社である。
当社は、①TD：Timing Devices（水晶振動子、水晶
発振器など）、②SD：Sensing Devices（ジャイロセン
サなど）、③OD：Optical Devices（光学部品など）、の
3つのデバイス（3D）を柱とし、様々な分野に対し、水
晶デバイス商品を供給している。
本稿では、当社の自動車用水晶デバイス分野におけ
る、前記3Dの中のTDのリアルタイムクロックモジュー
ルについて紹介する。

2.  リアルタイムクロックモジュールの特徴
リアルタイムクロックモジュールは、時計・カレン
ダ機能を持ったICと32.768kHzの水晶振動子を、1つの
パッケージに内蔵した複合製品である。携帯電話やコ
ンピュータをはじめ、時間管理を
必要とする電子機器に使用されて
いる。
リアルタイムクロックモジュー
ルを使用することにより、発振回
路の設計や時計の精度調整が不要
になるとともに、回路基板のスペ
ース効率を向上できるというメリ
ットがある。
図1に、リアルタイムクロックモ
ジュール用LSI機能を示す。CPUに
現在の日付・時刻データを提供す
るペリフェラルLSIで、データバス
に接続するためのインターフェー
スを備えている。日時情報の他、
アラーム割り込み、タイマ割り込
みなど、ソフトウェアでは処理が
複雑な機能を搭載しており、開発

ソフトの信頼性向上に貢献する。低パワーなCMOSプ
ロセスとレギュレータ回路によって、数百nAで動作が
可能なため、小容量の電池などを接続しておけば、メ
インシステムダウン時でも日時をカウントし、またア
ラーム信号なども出力可能である。
図2に、リアルタイムクロックモジュールの構成を示
す。リアルタイムクロックモジュールは、上述のLSI
と、計時源振用の水晶振動子を一体成型した電子部品
である。内蔵する水晶振動子とICの発振回路とは、あ
らかじめマッチング調整済みであり、発振周波数、発
振ゲインなどは無調整で使用可能である。発振に必要
なC、Rなどは全てLSI内蔵済みのため、部品コスト、
搭載工数、部品スペースの削減に貢献し、システム全
体の信頼性向上にも貢献する。
また、発振回路部品、パターンが露出しないため、
結露や塵埃などの影響を受けることなく、過酷な環境
下でも常に安定発振が維持できる。
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図1 リアルタイムクロックモジュール用LSI機能
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時間管理など、リアルタイムクロックを必要とする
アプリケーションでは、リアルタイムクロック用半導
体と水晶振動子をボード上に実装する方法（以下、「オ
ンボードディスクリート構成」と記載する）が一般的
であったが、半導体部品などの選定をはじめ回路設計、
周波数精度確立のための調整、長期にわたる信頼性確
保など、ユーザーには、設計負担や製品保証リスクが
生じていた。
当社では、図2に示す通り、水晶振動子を内蔵したリ

アルタイムクロックを提供することで、あらかじめ各
種特性の性能確立と、信頼性品質を保証している。よ
って、ユーザーは設計負担や製品保証リスクを低減、
またはゼロにすることが可能である。当社の水晶振動
子内蔵型リアルタイムクロックモジュールには、表1に
示すメリットがある。

3.  リアルタイムクロックモジュール用水晶振動子
リアルタイムクロックモジュール用の水晶振動子に
は、特性・品質の確保はもちろんのこと、モジュール
として商品化するためのより一層の小型化・薄型化技
術が必要である。
当社のリアルタイムクロックモジュールには、100％
自社製の水晶振動子を搭載している。「QMEMS」注1とい
う独自の超小型微細加工技術を用いて製品化した世界
最小レベルの小型薄型音叉型水晶振動子を内蔵した超
小型パッケージのリアルタイムクロックモジュールを
商品化している。
自動車用リアルタイムクロックモジュールには、当
社製の水晶振動子が利用できるという強みを生かし、
設計の最適化による信頼性向上と、製造プロセスコン

トロールの向上を図り、ゼロデフ
ェクトを前提とした高品質、低温
から高温までの激しく急激な温度
変化への耐性（当社製「MC-30A」
は－40～125℃対応）、また車載特
有の振動・衝撃への耐性を実現し
ている。

4.  リアルタイムクロックモジ
ュール用発振回路
携帯機器に使用されるリアルタ
イムクロックモジュールの場合、
限られたバッテリー容量でより長
期の時計・カレンダ機能の継続動
作が要求される。そのため発振回
路設計時は、低パワー動作（低電
圧動作・低電流動作）の実現と、
低パワーでも安定した発振確保の
実現を両立させなければならない。
自動車用機能部品としての発振
回路については、これらの低パワ
ー、安定動作の他に、どのような
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図2 リアルタイムクロックモジュールの構成
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①発振回路設計が不要・発振特性が確保済み（使用温度全域での発振起動性や 
　発振安定性を確保済み） 
②周波数精度調整が不要（ICや水晶振動子の製造LOTばらつきも含め、製品出 
　荷時に最適調整済み） 
③信頼性品質が確保済み・ユーザーでの長期試験は不要（製品開発時に品質確 
　立済み、各種試験実施済み） 
④使用部品の削減（使用、管理部材点数は1つとなり、また実装点数削減による 
　コストダウン効果もある） 

①ICと水晶振動子の一体化構造による小型商品を提供 
②対象アプリケーションに応じたICや水晶振動子の開発および組み合わせによ 
　る最適ソリューション提案 
③ICと水晶振動子の総合開発（発振回路電力の低減・適正化）による、より一 
　層の低消費電流化を提供 

表1 水晶振動子内蔵型リアルタイムクロックモジュール

（a）RX-8571LC   （b）RX-8571NB   （c）RX-8571SA   

注：RX-8571に自動車用仕様はない 

写真1 超小型汎用リアルタイムクロックモジュール「RX-8571」シリーズ
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状況でも発振起動し、かつ発振を
継続する（絶対に停止しない）こ
とが重視される。さらに、低温環
境下での発振継続電圧や高温環境
下での発振開始時間の短縮、また、
電源変動やノイズなどに影響され
ることなく発振継続できるよう配
慮が必要である。当社では、発振
回路の設計最適化と、半導体メー
カーとの協働により、自動車用機
能部品として十分な信頼性を確保
した、専用発振回路を用いている。

5.  当社の自動車用リアルタイムクロック商品群
当社では現在、4種類の自動車用リアルタイムクロッ
クモジュールをラインナップしている（図3）。
いずれも車載用途向けの水晶振動子と専用発振回路
を搭載している。通信インターフェースに、多線式と2
線式をラインナップしている。動作温度範囲は、－40
～85℃と、－40～125℃の2仕様を用意している。様々
な自動車用アプリケーションに使用可能である。
当社は、自動車業界の世界共通規格であるISO/
TS16949を取得しており、また、これら商品の品質につ
いては、AEC-Q200に準拠した高品質・高信頼性を確保
している。
「RA-4565SA」の製品仕様を表2に、形状を写真2に示
す。

6.  おわりに
今後、自動車用製品の商品化については、既存のリ
アルタイムロックモジュールで培った、高品質・高信
頼性技術を活用し、さらなる高品質を追求した商品を
リリースする予定である。
また、水晶振動子内蔵のリアルタイムクロックモジ
ュールの特徴である、“小型化と高信頼性”、“低パワー
と発振特性”を高い次元でバランスさせた商品のリリ
ースも予定している。
エプソントヨコムでは、当社オリジナルのQMEMSに
代表される技術を用い、常に最小・高性能な水晶デバ
イスの提供を実現できるよう、商品開発を進めている。
この活動を通じて、水晶デバイスユーザーの機能向上

と性能向上、ユーザーの使いやすさに貢献できること
を切望している。

注1：「QMEMS」はエプソントヨコム㈱の登録商標である。
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カーアクセサリ用途 

ECUなど、高信頼性対応 

OBDなど、高温環境対応 

図3 自動車用リアルタイムクロックモジュール

・32.768 kHz水晶振動子を内蔵（発振特性を保証）：周波数精度5±23×10－6 

・インターフェース方式：4線式シリアルインターフェース 
・32.768kHz出力機能：出力制御機能付き、オープンドレイン出力 
・リアルタイムクロック機能：時計・カレンダ 機能、自動うるう年補正機能、
　アラーム割り込み機能、定周期タイマ割り込み機能など 

項目 

動作温度範囲 

動作電源電圧 

 

待機時消費電流 
 

 

外形寸法 

RA-4565SA仕様 

－40～125℃ 

1.6～5.5V

0.95μA（Typ.）/5V 
0.80μA（Typ.）/3V

0.60μA（Typ.）/5V 
0.55μA（Typ.）/3V

   10.1×7.4×3.2mm（SOP-14pin） 

Ta＝125℃時 
 

Ta＝25℃時 

 

条件 

表2「RA-4565SA」製品仕様

写真2「RA-4565SA」


